








鮭吏地理ギ：瀾査報≠・第6一り一 43～5f；柑94   
小森谷山地集落における山域利用と生業形態  
一両神村小森煤川集落を中心として－  
原田洋一郎   
斜面を利用した畑が正二がっているが，－1一見して，  
それらは集落を保つのに十分ではないように思わ  































第1図 研究対象地域  













ある。   
この地域で敢も1キくからの由緒がある家のひと  
つと伝えられる市場のA家の貴地には，室町時代  










Ⅱ 江戸時代以前の小森谷  
1）集落の形成  
「新編武蔵風土記稿」1j（以下，風土記満と略称）  
……‥  新小森と古小森の境界  
1．穴倉 2．赤井沢 3．案坂 4．煤川 5．家ノ下 6．艮畑 7．井戸択  
8．笹平 9．日影向10．竹山11．西平12．駒立13．上大谷  
第2図 旧新小森村域内の小字  












差上ケ申証文之車   
・，断小森村勘一三郎名帳持来候山畑持切棒之場r軋  
作物＝来不申候」付鑑シ節用】候．イイ荒地之木，  












組頭 伊兵衛㊥  
同  浦島衛㊥  
同  孫右衛門㊥  
同  文兵衛㊥  
同  伝右衛門㊥  


















2）江戸時代の山域利用   
江戸時代の小森柑の村高は552石7斗4升8合，  
宝暦9年（1759）の村鑑によれば，この内新′卜森の  











第1表 小森柑における柑高と石盤（宝麿9年）  
1日、森（429右1升8合）  新小森（123石7斗3升）   
田 方  4町6反6畝2歩   
上 田   8ツ半   
中 田   7ソ半   
下 田   6ツ半   
118町2反3畝7歩  
上々畑  6ツ半   
上 畑  5ツ1F   5ツ  
中 畑  4ツ   5ツ   
下 畑  2ツ半   2ツ   
下々畑   7分5壇   5分   
上 木  2ツ   5分   
屋 敷  6ツ   5ツ   
（富暦9年「／ト森村柑鑑」より作成）  




















Ⅱ 明治期の土地利用と土地所有形態  





















































































第3図 明治20年代初頭の煤川集落周辺における土地利用  
（「土地宝典」を基図に「土地台帳」により作成）  
ー47 －   



















Ⅳ 山域利用と生業の展開  

























































∬48〟   































































































































挽板  丸岩沢  滝前  柴小屋  






















































19  仰  




第4図 小字別にみた煤川集落住民の土地所有（明治20年代初頭）  
（「土地台帳」により作成）  
注）山林には岩石・原野を含む  
－49－   























































































1F  仏壇  
0  4m  しtt   
第6図 両神村煤川C家の間取略図（1950年頃）  
（現地調査と聞き取りにより作成）  
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第2表 煤川集落住民の農業以外の就業先（1975  
年以降）  





























労働力がますます集中するようになった（、   
これまでにみてきた小森谷を解例とした検討結  






















































岬 54 －   
集落の共同墓地となっている。平地部でも大淵柑   






この他で取り引ききれていたことが考えられる。   
小森川敢上流部に位置し，市域と隣合う白井差薬  


























14）皆野町大淵金電 一夫家文番 元文4年「乍恐以寮  









有の焼畑がみられる。これらのうち，明治20年頃   



























付 言己  
現地調査に際しては，両神柑煤川髄落の方々を始   
め．多くの方にご協力をいただきまLた。両神村役場，   
秩父市、フニ図爵館には史料閲覧の便‘正をl、ズlっていただ   
きました。また，1992年仮の′夫習時には，才f川加代子，   
中島新，多山剛■りの諸氏に調査の労を共にしていた   
だき，資料整理にもご協力をいただきまLた。記し   
て嘩く御礼申し上げます。   
注および参考文献   
1）内務省地理局編（1884）：『新編武蔵風土記稿』（1972  





ー 55 －   
集落付近の山域で焼畑が多く開かれ，麦やバレイ  

















－ 56－   
